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所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

~
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付
は
、
平
成
25
年
2
月
18
日
か
ら
同
年
3
月
15
日
ま
で
で
す
。

ツケ
古
文
量
ヨ
百
只
仁
ナ
ハリ
ブ
二
日
H土
課
す
ア
ニミゾ
ヨ
｣r
h
ノ
ー
]:』

o

貌
望
導
案
大き
ひ
と
自
薦
隻
孑
耳
よ
G

~

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
毎
年

｢事
業
所
得
｣｢不
動
産
所
得
｣｢利

1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

子
所
得
｣
｢配
当
所
得
｣
｢給
与
所

1
年
間
に
得
た
所
得
金
額
を
総
決

得
｣
｢雑
所
得
｣
｢譲
渡
所
得
｣
｢
一

算
し
、
そ
の
所
得
金
額
に
つ
い
て

時
所
得
｣
｢山
林
所
得
｣
｢退
職
所

の
税
金
を
確
定
し
て
、
源
泉
徴
収

得
｣
の
鱒
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

や
予
定
納
税
で
納
め
た
税
金
な
ど

こ
こ
で
は
、
給
与
所
得
が
あ
る

と
の
過
不
足
を
精
算
す
る
手
続
を

人
で
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

い
い
ま
す
。

ら
な
い
場
合
に
つ
い
て
の
主
な
ポ

課
税
さ
れ
る
所
得
の
種
類
は

イ
ン
ト
に
ふ
れ
て
み
ま
し
た
。

所
得
税
の
確
定
申
告

▼
2
月
18
日
(月
)
j
3
月
15
日
(金
)
▲

小
川
富
也
税
理
十
事
務
所
だ
よ
り所

得
税
額
か
ら
、
配
当
控
除
額
と
年

末
調
整
の
際
に
控
除
を
受
け
た
(特

定
増
改
築
等
)住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
額
を
差
し
引
き
ま
す
。

課
税
さ
れ
る
所
得
金
額
に
税
率
を
乗

じ
て
、
所
得
税
額
を
求
め
ま
す
。

各
種
の
所
得
の
合
計
額
か
ら
、
所
得

控
除
を
差
し
引
い
て
、
課
税
さ
れ
る

所
得
金
額
を
求
め
ま
す
。

士
也

巍
湖
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人
譫
言

発
行
掟
謁蛇
錠

編
趾
月

群
報

税
小
越
霊

①

平
成
24
年
中
の
給
与
の
収
入

金
額
が
2
0
0
0
万
円
を
超
え
る

②

平
成
24
年
中
に
給
与
を
1
か

所
か
ら
受
け
て
い
て
、
各
種
の
所

得
金
額

(給
与
所
得
、
退
職
所
得

を
除
く
)
の
合
計
額
が
20
万
円
を

超
え
る

③

平
成
24
年
中
に
給
与
を
2
か

所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、
年
末

調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収

入
金
額
と
、各
種
の
所
得
金
額
(給

与
所
得
、
退
職
所
得
を
除
く
)
と

の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る

④

同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親

族
な
ど
で
、平
成
24
年
中
に
そ
の
同

族
会
社
か
ら
の
給
与
の
ほ
か
に
、

貸
付
金
の
利
子
、
店
舗

･
工
場
な

ど
の
賃
貸
料
、
機
械

･
器
具
の
使

用
料
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
た

⑤

平
成
24
年
中
の
給
与
に
つ
い

て
、
災
害
減
免
法
に
よ
り
源
泉
徴

収
税
額
の
徴
収
猶
予
や
還
付
を
受

け
た
⑥

在
日
の
外
国
公
館
に
勤
務
す

る
人
や
家
事
使
用
人
な
ど
で
、
給

与
の
支
払
い
を
受
け
る
際
に
所
得

税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と

な

っ
て
い
る

【昨
年
か
ら
の
主
な
改
正
事
項
】

改
正
事
項
の
一
つ
と
し
て
注
意

し
た
い

｢生
命
保
険
料
控
除
｣
が

次
の
通
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆

生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
る
保
険
料
に
、
平
成
24
年
1
月

1
日
以
後
に
締
結
し
た
保
険
契
約

等
に
基
づ
く
介
護
医
療
保
険
料

(最
高
4
万
円
の
控
除
額
)
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

◆

平
成
24
年
1
月
1
日
以
後
に

締
結
し
た
保
険
契
約
等
に
基
づ
く

新
生
命
保
険
料
、
介
護
医
療
保
険

料
、
新
個
人
年
金
保
険
料
に
係
る

控
除
額

(各
最
高
4
万
円
の
控
除

額
)
及
び
平
成
23
年
12
月
31
日
以

前
に
締
結
し
た
保
険
契
約
等
に
基

づ
く
旧
生
命
保
険
料
、
旧
個
人
年

金
保
険
料
に
係
る
控
除
額

(各
最

高
5
万
円
の
控
除
額
)
の
合
計
額

が
最
高
12
万
円

(改
正
前
…
最
高

10
万
円
)
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、｢住
宅
税
制
｣
｢医

療
費
控
除
｣
｢寄
附
金
控
除
｣
｢小

規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除
｣
な

ど
の
項
目
に
つ
い
て
も
改
正
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
o
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｣
消
費
者
契
約
法

珍

浮

事
▼業
者
の
説
明
~義
務
と

鰭
詫

.≧
、テ
ラ
“
(
三
モ
ー

き

、Z
ぐ

"
《
"
と

契
約
取
消
の
ケ
ー
ス

↑佝消費者譲靴鞍
“ざ消費諸費事業者
をの鯛
“鮒聯さ執
諸喫嫌を消費精潔ミ

業
に
賄
い
て
も
計
分
稜
獨
濾
が
必
堰
蜂
す
◇
消
費
渚
契
約
琺
に
お
け
る
事
轢
者
側
の

偏
榔
要
務
割
れ
擬
す
の
誇
糸
誤
解
を
易
え
る
セ
ー
朋
刃
精
臟
ク
や
強
引
な
営
業
手
法
~

勲
糀
筑説
明
劾
蹴
舘
顯
繊
麗
消
解ケ
【
スに
つ
い召瀕
刻
窃
み翳
q◆‘
‘

ネ

契
約
は
対
等
な
当
事
者
の
合
意
に
基
づ

て
当

っ

)

い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が

し
該

を

が

&
恋
)

民
法
の
大
前
提
で
す
が
･
実
際
に
は
事
業

こ

し

い

者
と
消
費
者
と
の
間
に
情
報
力
、
交
渉
力

な

説

ら

い

の
格
差
が
生
じ
、
対
等
な
関
係
で
は
な
く

わ

て
ら

る

に

し

る

か
)

を

っ
帰

者
側
が
契
約
の
取
り
消
し
を
で
き
る
場
合

よ

｣
と

す

る

る
容

い
も

.

を
定
め
た
り
、
消
費
者
側
に
一
方
的
に
不

に

為
為

を

な

す
内

と

て

の
来

説

不

ほ
と

き
る
場
合
を
定
め
る
こ
と
で
、
消
費
者
の

琺
桁
桁

瑚
拶
糜
椴
い
勝

利
な
契
約
条
項
を
無
効
“と
す
る
こ
こ
乙
が
で

難
物
靱

費
閑
杯

偽

将

た
(

て

い

擁
護
を
図
っ
て
い
ま
す
。

虚
(

し
知

っ
た

(
断
定
告
帰
り

消
費
者
保
護
と
い
う
と
、
事
業
者
側
か

潴
鈎
難
0

知
判
断
不
(
帰

ら
は
営
業
の
自
由
を
制
約
す
る
イ
メ
ー
ジ

告
的

、
の
去
(

事

ん
ま

不
断

い
故
不
監

底
す
る
こ
と
は
、
顧
客
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

結
し

①
②

③
④
⑤

減
少
さ
せ
、
そ
の
企
業
が
消
費
者
か
ら
信

て
当

つ

)

し
該

“

“

&

ぞ
こな

説
ら
い

磁
ゆ
い

明

な
)

難
鰓
)
“

諺
ら

と
帰
な

わ

て
ら

る

に

し

る

か
)

を

っ
帰

よ

｣
と

す

る

る
容

い
も

･

に

為
為

を

な

す
内

と

て

法

行
行

明

う

を

な
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っ

の
来

説

不

ほ
と

偽
将
た
(
て
い

騨

雙
盟
き

虚
(

し
知

っ
た

(
断
定
告
帰
り

潴
黎
0

知
判
断
不
(
帰

告
的

、
の
去
(

業
だ
す

美
定
て
意
退
禁

事

ん
ま

不
断

い
故
不
監

結
し

①
②

③
④
⑤

つ

)

に

い

と

捧
り

こい

明
な
)

な

説
ら
い

ら

と
帰
な

か

ぎ

も

せ

)
分

わ

て
ら

る

か
)

を

っ
帰

す

る

る
容

い
も

を

な

す
内

と

て

明
う
を
な
い

っ

説
ど
明
利
し
い

の
来

説

不

ほ
と

偽
将
た
(
て
い

虚
(

し
知

っ
た

(
断
定
告
帰
り

知
判
断
不
(
帰

告
的

、
の
去
(

実
定
て
意
退
禁

不
断

い
故
不
監

①
②

③
④
⑤

用
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

消
費
者
契
約
法
の
内
容
は
、
主
に
次
の

2
つ
で
す
。

■
契
約
の
取
消
■

消
費
者
が
契
約
の
重
要
事
項
を
誤
認
し

て
事
業
者
と
契
約
を
結
ん
だ
場
合
、
契
約

締
結
の
意
思
表
示
を

｢取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
｣
と
い
う
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
｢
こ
れ
は
最
新
機
種
で
す
｣

と
い
わ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
が
、
1
年
以
上
前

に
発
売
さ
れ
た
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
場
合
、

最
新
機
種
と
し
て
誤
認
し
た
購
入
者
は
、

こ
の
契
約
を
取
り
消
し
、
支
払
っ
た
代
金

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
｢将
来
、
必
ず
儲
か
る
｣
と

い

っ
た
将
来
の
不
確
実
な
事
情
を
断
定
的
に

説
明
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
消
権
は
、
誤
認
に
気
づ
い

た
時
、
あ
る
い
は
追
認
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
時

(取
消
の
原
因
と
な
る
状
況
が
止

ん
だ
時
)
か
ら
6
ヶ
月
、
契
約
時
か
ら
5

年
が
経
過
す
る
ま
で
は
時
効
に
よ
り
消
滅

し
ま
せ
ん
。

■
契
約
の
無
効
■

も
う
1
つ
の
内
容
は
、
事
業
者
に
と
っ

て
あ
ま
り
に
有
利
に
過
ぎ
る
契
約
条
項
が

｢無
効
｣
と
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。

無
効
と
な
る
契
約
条
項
は
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が
、
例
え
ば

｢違
約
金
は
日
歩
5

銭
｣
と
定
め
た
条
項
な
ど
は
、
年
質
･
6

%
を
超
え
る
部
分
が
無
効
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
契
約
で

｢当
社
が
負
担
す
る
損

害
賠
償
額
は
0
0
円
を
上
限
と
し
ま
す
｣

と
い
う
条
項
も
無
効
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
従
来
か
ら
使

っ
て
い
る

契
約
書
や
約
款
に
つ
い
て
、
消
費
者
契
約

法
に
照
ら
し
て
無
効
と
な
ら
な
い
か
ど
う

か
再
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
ど
の
程
度
の
説
明
を

す
れ
ば
よ
い
の
か
?
■

消
費
者
契
約
法
の
要
求
す
る
事
業
者
側

の
説
明
義
務
は
、
分
か
り
や
す
く
表
現
す

れ
ば

｢消
費
者
が
契
約
し
よ
う
と
す
る
動

機
に
誤
解
を
生
じ
さ
せ
な
い
程
度
｣
要
求

さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

普
通
の
経
営
者
で
あ
れ
ば
、
顧
客
が
誤

解
す
る
よ
う
な
説
明
を
し
な
い
こ
と
な
ど

当
た
り
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
従
業
員
が

良
い
成
績
を
得
る
た
め
に
、
顧
客
を
誤
信

さ
せ
る
よ
う
な
説
明
を
し
て
し
ま
っ
て
い

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
に
、
過
大
な
ノ
ル
マ
や
成
果
主
義
報

酬
制
度
に
よ
り
現
場
の
営
業
員
レ
ベ
ル
で

説
明
義
務
に
違
反
す
る
ケ
ー
ス
を
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
営
業
現
場
の
説

明
内
容
を
検
証
し
て
み
る
と
、
顧
客
と
の

ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
役
立
つ
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。



2月号

m
m
州
一
m
l

■
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
対
応
■
l

鰯靴艶ち忍
婉緋疑刊摯社労嗽鐐‘

へ

今
年
4
月
に
は
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
、
原
則
希
望
者
全
員
を

~
線
ま
で
雑

用
す
る
制
度
を
導
入
蒸

と
が
求
め
昇
る
き

な
臭

~す
。
こ
れ
に
対
応
し
、
鋳
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引
上
げ
な
ど
を
実
施
す
る
企
業
に
対

加籤飜
醗鰍敷物

‘
“
‘
“
-“
“1
“
‘
“
“
、
“
,
1
“

“
歳
ま
で
働
け
る
よ
う
に
、
①
定
年
の
廃

･
靴
濡
臟
臟
餓
鬘
藏
鱗

“
“
“

‘
、
●
‘
“
“
“
“
‘
“
･
‘
“
“
-“用

制
度
の
導
入
-ー
の
い
ず
れ
か
を
導
入
す
る

額

◎
鰻
繩
窃
銀
製
資
臥

‘締總雛鰈緻賤務射刈冤鷆め派常務

棯
げ
定
希
以
度

定
に
よ
り
基
準
を
定
め
た
場
合
は
、
対
象

上

、
は
歳
制

でき

矧
即
淑
勤
続
、

40
80

120

者
を
限
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
P
きなこ

一瞬

飯嫡繃靴総饅

,
齢α物欲影げ一醇姓“旋れ塗剪磁端麗
“筍

後

げ
歳

は
平
成
お
年
度
に
は
、
60
歳
定
年
以
降
、

臥

批
肋

継
続
雇
用
を
希
望
し
た
と
し
て
も
雇
用
が

度

年
以

"

関

知

継
続
さ
れ
ず
、
ま
た
年
金
も
支
給
さ
れ
な

制

定
歳
j

い
こ
と
に
よ
り
無
収
入
の
人
が
出
て
し
ま

●

@
嘉

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
o
こ
の
問
題
に
対

9

鶉

鋤

鰊
礬

ト総

薮
酩麗
藪雜
顔
融

ー

本
法
改
正
は
、
“
歳
ま
で
の
定
年
引
上

1 ~ 9 " " 20

10 ~ 99 60 80 "

100 ~ 300 卸 ,
120 60

げ
を
義
務
付
け
る
も
の
で
は
な
く
、
定
年

に
達
し
た
人
を
引
き
続
き
雇
用
す
る

｢継

続
雇
用
制
度
｣
の
対
象
者
を
労
使
協
定
で

限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止
な
ど
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

経
過
措
置
も
あ
り
、
今
す
ぐ
に
範
歳
ま

で
継
続
雇
用
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と

い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
“
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引
上
げ

な
ど
を
実
施
す
る
企
業
に
対
し
て
は
、
中

小
企
業
定
年
引
上
げ
等
奨
励
金
が
あ
り
ま

す
の
で
、
次
に
奨
励
金
の
概
要
に
つ
い
て

ふ
れ
て
み
ま
す
。

■
奨
励
金
の
概
要
■

こ
の
奨
励
金
は
、
銃
歳
以
上
ま
で
の
定

年
の
普
及
･
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
中
小
企

業
事
業
主

(雇
用
保
険
の
常
用
被
保
険
者

数
が
3
0
0
人
以
下
)
が
、
定
年
の
引
上

げ
や
定
年
の
定
め
の
廃
止
等
を
実
施
す
る

こ
と
で
受
給
で
き
る
も
の
で
す
。

■
受
給
で
き
る
事
業
主
の
要
件
■

受
給
で
き
る
事
業
主
の
要
件
と
し
て
は
、

60
歳
以
上
の
雇
用
保
険
の
常
用
被
保
険
者

が
、
申
請
目
の
前
日
時
点
で
1
年
以
上
継

続
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
状
態
を
満
た
し

た
上
で
、
以
下
の
4
つ
の
う
ち
い
ず
れ
か

を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
“
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引
上
げ
。

②
希
望
者
全
員
を
対
象
と
す
る
ゐ
歳
以
上

ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
。

③
希
望
者
全
員
を
対
象
と
す
る
範
歳
以
上

ゐ
歳
未
満
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
と
同
時

に
労
使
協
定
に
基
づ
く
基
準
該
当
者
を
対

象
と
す
る
ゐ
歳
以
上
ま
で
の
継
続
雇
用
制

度
の
導
入
。

④
定
年
の
定
め
の
廃
止
。

■
受
給
額
■

制
度
を
導
入
し
た
後
、
受
給
で
き
る
金

額
は
表
の
と
お
り
で
す
。

た
だ
し
、表
の
(
a
)
及
び
(b
)
に

つ
い

て
は
、
支
給
申
請
日
の
前
日
に
お
い
て
当

該
事
業
主
に
1
年
以
上
雇
用
さ
れ
て
い
る

“
歳
以
上
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
が
い
な

い
場
合
、
支
給
額
は
半
額
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
限
■

申
請
期
限
は
、
制
度
を
導
入
し
た
日
の

翌
日
か
ら
1
年
以
内
と
な

っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
制
度
の
導
入
か
ら
6
ヶ
月
が
経

過
す
る
こ
と
を
待
っ
て
か
ら
で
な
い
と
奨

励
金
の
申
請
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
刻
年
4
月
1
日
以
降
、
制
度
導
入
後

す
ぐ
に
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
こ
の
奨
励
金
は
平
成
お
年

3
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
予
定
で

す
の
で
、
定
年
の
引
き
上
げ
等
を
行
う
企

業
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
奨
励
金
を
活
用

で
き
な
い
か
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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災
期

･
隈

-

よ
う
な
赤
字
法
人
は
、
復
興
特
別
法
人
税

る
取
り
扱
い
も
示
さ
れ
て
い
て
、
課
税
標

間

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
と
昔
か
ら
言

え
な
い
時
代
で
は
多
く
の
不
安
が
ょ
聞

の
申
告
量
白を
提
出
す
る
必
要
が
な
い
と
さ

準
法
人
税
額
を
ゼ
ロ
と
す
る
復
興
特
別
法

馴
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
危
機
は
見
方

ぎ
る
の
が
普
通
だ
が
、
逆
に
そ
う
し
欄

れ
て
い
ま
す
。

人
税
の
申
告
書
を
提
出

(ゼ
ロ
申
告
)
し

剛
に
よ
っ
て
は
商
機
に
も
な
る
。
パ
ブ

た
環
境
を
楽
し
め
れ
ば
、
新
た
な
価
皿

で
は
、
例
え
ば
赤
字
で
課
税
標
準
法
人

た
場
合
、
そ
の
申
告
書
は
納
税
申
告
書
に

剛
ル
が
崩
壊
し
、
デ
フ
レ
経
済
で
デ
パ

ス

値
観
を
生
み
出
す
こ
と
も
で
き
る
。
皿

税
額
が
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
法
人
が
、

該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
税
務
調
査
等
で
復

脚
ー
ト
な
ど
大
手
流
通
業
が
立
ち
す
く

、/

こ
れ
ま
で
成
功
を
収
め
た
企
業
経
営
剛

と
い
う
よ
う
な
場
合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

“
“
‘
“
“
“
“
た
“
'
･
1
‐“
lJ“
“
“

颯端鯛鉄災観飜
股為娩鵤に愛芝抜
馴れで節しる瀞劉覇を#どこ"炉Aや･平訃
ヤ
者の多くがr不確実性や不安定
嗣

｣
、

“

'
･、･

劇薬な日永急棚長
のき
乞加拐翰増
野“
盪溺斯浚糒雑葵竈湖ゑ友授対杁卿

う
。
税
務
調
査
の
結
果
黒
字
と
な
っ
て
、

も
無
申
告
加
算
税

(郎
%
)
で
は
な
く
、

-

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　
　　　　　　　　　　　　　　
　

で
済
む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

o

ル
テ
イ
が
き

る
り
で
ま

ち

し
“
が
。
て
、
課
税
標
凖
法
人
税
額
が

馴
鬘

え
券

娑

思
考
の
持
ち
主

シ

が
出
る
か
蛇
が
出
る
か
｣
の
情
勢
の
皿

国税庁
のヤ復
興特即法べ税に偽
る
が
不
要
と
な
る
場
合
で
も
･
万
が
-
に
備

1
た
‘
ピ

,
チ
に
陥

o
た
時
、
ご
･
れ

･ヒ

中
、
ど
ん
な
状
況
で
あ

っ
て
も
前
向

1

ゼ
ロ
で
復
興
特
別
法
人
税
申
告
書
の
提
出

i

加
算
税
事
務
運
営
指
針
｣
に
よ
る
と
、
当

脚
以
上
悪
い
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
｣
と

き
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ピ

澗

初
は
課
税
標
準
法
人
税
額
が
な
く
、
復
興

え
て
申
告
書
の
提
出
を
検
討
す
べ
き
と
い

剛
考
え
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
人
生
が
切
リ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
す
る
こ
と
が
で
囲

え
ま
す
。

間
開
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
▼
先
が
見

き
る
の
だ
。


